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I.品質と価格の基本事項
1. 商品学は社会で評価された品質すなわち市場品質について研究する実
証的科学である。
本稿では単に「品質」と述べる場合は科学技術的品質を指し， 品質が社会で評価さ
れたとき「市場品質」と呼ぶこととする。
「商品学は市場品質の優劣・正否を実証的に研究し明らかにする実証的科
学である。」と筆者は考えており， 市場品質の理論については既に拙著にお
いて述べてきたところである。
（拙著「商品学」中央経済社，昭和47年，改訂8版昭和56年 pp.6~8, pp.46~51, 
その他。）
なお，市場品質という用語については，水野良象教授が昭和27年以来提唱されてい
る（「商品研究」 17号，昭和29年， p.2.）。 しかしその内容は水野教授と筆者では少し
異なっている。
商品は生産された時点から科学技術的品質（自然科学的品質， 第一次品
質，主要品質などともいい， JIS, JAS, などの品質・規格表示マーク，品
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位表示ラベル，明細表示ラペル，仕様表，諸元表などを含む）および銘柄，
商標，包装，デザイン，流行などの第二次品質をもつている。このように生
産完了の時点から商品休 (WarenKarper)を構成する第一次品質およぴ第.. 
二次品質は，社会で評価されて市場品質となる。（第一次•第二次品質は石井頼
三前商品学会長が，主要品質は北原三郎現商品学会長が，それぞれ提唱された。）この... 
場合の社会の評価とは，流通市場から最終消費者に至る各段階の市場におけ
ら紳砿，および国民生活センター，各地方の消費生活センクー，日本消費者
協会，暮しの手帖，海外ではCU, CRその他欧米の各種機関，などの商品
テスト機関による商品のテストと評価を指すのである。
ここで極めて重要かつ注意しなければならない問題点は，評価された品質
というものは，社会（市場およびテスト機関）で正しく評価されている場合
もあれば，誤つた評価が行れている場合もあるということである。とくに異
質的寡占 (differentiatedoligapoly or competitive monopoly)および商
品差別化 (Productdifferentiation)の圏められる場合はこの傾向が顕著で
あり，需要曲線は P1と P2の2カ所で屈折し，さらに差別化によつて需要
曲線の右へのシフトが達成されるため，品質および価格の両面において誤っ
た評価が行れる可能性が極めて強くなるのである。 （異質的寡占およぴ商品差
別化については拙著， 6, 7章， pp.128~129を参照されたい。）
すなわち，誤→た市場品質が公正なものとして容認され，真に良いものが..... 
売れず，良くないものがよく売れる（市場性が高い）という結果になる。
純粋な科学技術的品質が如何に高くても，広告を含む差別化および販売促
進の多くの手段を講じなければ商品は大量に売れない。逆に少し或いは相当
に科学技術的品質が劣っていても，これらの諸手段を強力に遂行すれば商品
として大量販売に成功する場合があるのである。
その理由は，買手としての殆どの消費者は商品の科学技術に素人であり深
い知識がなく，したがって異質的寡占および差別化について正しい判断が出
来ず，本当に優秀な商品を選ぶ能力に欠けており，広告と販売促進に大きく
左右され，好み（選好， perference)によつて商品を買うから，前述のよう
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に真に優秀な商品が売れず，あまり良くない商品がよく売れるという硯象が
生起するのである。
かくして，商品学では社会で評価された品質すなわち商品の市場品質が，
適正に評価されているかどうか，つまり市場品質が，公正か否かという問題
を最も重要な研究課題として実証的研究を行うのである。
2. 商品の品質と価格の閥係
．． 
適正かつ公正な「市場品質」を決定する商品の最も重要な項目は品質と価
格である。この品質とは，精度，性能，機能，材質，仕様表，諸元表，耐久
性，装備，仕上げの良否，安全性，故障の有無，デザイン，アフクーサービ
ス……等々の品質項目が含まれた総合的な科学技術的品質を指す。公正な価
格形成とそれに対する適正な品質内容が最良の「市場品質」を決定するので
ある。今日，日本の優秀な多くの商品が世界市場に進出しているのは，品質
と価格の両面にわたる競争力が強いからにほかならない。
かかる品質と価格の関係について，次のように述べることができる。
商品の価格は直接には需要と供給とにより決定する。需要と供給に影響を
与えるものには種々のものがある。品質はそのうちの一つであって，
1)品質（の変化）が需要に影響する。
2)品質の異なるものを生産するコストが違えば，それが供給に影響す
る。従って，品質（の変化）は供給に対する影響を通じて価格決定
に影響する。
品質が違えば需要がどのように変化するか，広告も重要であって，広告に
よって（買手が品質の変化をどうとらえ）需要がどう変化し需要曲線がど
れ程右にシフトするか。
以上のように，品質の変化は需要と供給に対する影響を通じて価格決定に
影響を及ぼすが，後述するように，品資が二泣セi需要と供給によって，た........ 
えず価格は変動する。また，品質が向上しても価格が下がる場合が耐久消費
財の分野にしばしば見られる。
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円相場の変動も価格に影響を与える。円安は輸入物資の値上がりを通じて
物価全体を押し下げる。インフレーションの元凶は円安であり，反対に過度
の円高は安い輸入品の流入（とくに生産財・原材料）によって国内の生産財
の価格を低下させ輸入品と競合する国内生産財メーカーを苦境に陥れる。
ここで価格と物価について述べると，一般に一種の商品の場合は価格とい
ぃ，物価とは二種以上の商品の価格を総合的に表わす場合の概念である。
A.品質が同じで価格変化の大きい商品（品質に関係なく，需要と供給の
みで価格が大きく変化する商品）
農産物，畜産物，水産物の食料品および食品以外の農産物，林産物，鉱産
物などの一次産品は，品質が同じでも比較的短期間に価格変化の大きい商品
として知られている。例えば，豆類，砂糖，魚，食肉，木材などは品質が何
年も前と同じで価格変化の大きい典型的な例である。また工業製品（二次産
品）でも，高度の先端技術商品（精密，エレクトロニクス，ファインケミカ
ルなど）を除けば，一般的技術水準で生産できる商品 (newentryに対する
障壁の少ない工業製品）は品質の進歩が緩慢であり価格のみ変化する。
（例）住宅用断熱材のグラスウール（ガラス短繊維）
住宅用グラスウールの品質には日本工業規格の住宅用 JIS,通産省優良断
熱材認定のDK,硝子繊維協会の断熱性能保証のGW,の三つの品質表示マ
ークがあり，これらのマーク付のグラスウールは生産された時点で一定の品
質をもっている。つまり，昨年の品質も今年の品質も一定であり同じもので
ある。ところが価格は昭和55年3月の750円から56年3月には380円と約半値
に急落した (50ミリ厚， 3.3ni当り）。
このグラスウールの価格変化について， 日本経済新聞昭和56年8月15日の
14面には「不況カルテル認可」の事情を次のように報じている。
住宅用断熱材のグラスウール（ガラス短繊維）の不況カルテルが14日，公
正取引委員会から認可された。「昨年からの住宅不況で在庫が増え， 市況が
悪化した」（メーカー）ことが理由。グラスウー）レの指標品種である片面ク
ラフト・片面シルバー物 (50ミリ厚）でみると東京問屋卸相場は昨年3月の
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3.3ni当たり715円をビークに今年3月には380円と約半値にまで落ち込んで
いた。
しかし 5月以降，メーカーが強腰で値上げを実施したことから， 8月まで
に東京問屋卸相場は530-590円まで戻し，安値が徐々に消える形で現在，さ
らに強含んでいる。
こうした上昇の中でメーカーが不況カルテル結成に動いたのは「地方では
末端在庫が足かせとなって東京ほど上昇していないうえ，採算線の 700円に
ほど遠い」（春日袈娑治・硝子織維協会会長）ためだ。 メーカーは 8月15日
から10月31日まで不況カルテルを組むことによって同期間の生産量を前年同
期比10％減らし，「採算線700p:j」を目指す構えだ。
しかしコストはメーカーによって150円程度の開きはあるようだ。業界関
係者によると「大手メーカーは今の相場でも十分利益が出るが，中堅メーカ
ーの中には700円でも赤字のところもある」。このようにメーカーによって台
所事情が遮うので不況カルテル期間が終われば，また元のもくあみになりか
ねない。
一方，競合品のロックウールメーカーは「グラスウールは勝手に乱売して
おきながら汗お上ミ iこすがりつくとは全く理解できない」としながらも，グ
ラスウールの不況カルテル認可を見込んで， 7月下旬に早々と値上げを打ち
出している。グラスウールの急上昇でロックウールは割高観が薄れたことか
ら，問屋も値上げを受け入れる姿勢だ。
B.品質が向上しても価格が下がる場合
腕時計ではデジタルクオーツが昭和50年に10万円以上であったが，その後
毎年品質が改良向上してきたにもかかゎらず，年々価格が下がり昭和56年に
は1万円以下のものが次々硯われた。耐久消費財の場合，例えば乗用車，ル
ームクーラー， VTR, クオーツ時計などを見れば明らかなように，品質は
毎年改良向上している。しかし価格は下がる場合，ないしは据置き（実質的
値下げ）というケースが多い。ルームクーラーは昭和56年度から各社相次い
で湿度センサー付のものを発売しているが，それ以前の品質とは湿度センサ
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ーの有無という点でも異なるのである。乗用車の品質は毎年変化する。とく
に約2年毎のマイナーチェンジと約4年毎のフルチェンジには大幅な品質の
改良があるが，価格は据置かわずかの値上げに止められる。
一時点では品質が向上すれば需要を刺激して価格が上昇するが，耐久消費
財は勿論，生産財の場合でも，不完全競争市場の寡占を含む競争的産業の領
域においては，ーメーカーの品質向上には他メーカーが直ちに追随して品質
向上を計り対抗するから，次の時点では品質の向上にかかわらず，コスト削
減や新規参入により，商品の価格は低下するというケースがしばしば見られ
る。
（例）家庭用VTR値下げ競争激化
日本経済新聞昭和56年8月17日9面に， VTRの品質向上，価格低下につ
いて次のように報じている。
家庭用VTRの低価格競争が一段と激しくなってきた。家電各社は10月か
らのVTRに対する物品税の新規課税（工場出荷額の5%）に対応した新製
品を相次いで発表しているが，いずれも物品税というコストアップ要因にも
かかわらず，機能を充実した上で現行機種よりも大幅値下げとなっている。
国内普及率が10％目前で伸ぴ悩んでいる中で物品税分を価格に上乗せすれば
需要の鈍化は避けられないとの判断によるものだが，各メーカーでは ICの
採用などによる部品点数の30％近い削減でコストダウンが実硯できたといっ
ている。今後年末に向けさらに低価格を武器にした新製品ラッシュが続くも
のとみられる。
各社とも生産台数の急激な増加を背景に IC（集積回路）の採用に踏み切
った結果，部品点数の大幅削減に成功，物品税分を吸収した上，さらに製品
価格の大幅引き下げへ動いている。 7, 8月はVTRの新製品が少ないのが
通例だが，今年はすでに五社が発表，価格も既存の同レベル商品と据え置き
あるいは値下げとなっている。日立は7月末に普及機VT-9100(17万8千
円）を発売したが，それまでの機種に比べ7千円安とした。 ． 
8月に入って東京芝浦電気，ソニー，日本ビククーが新製品を発表。普及
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タイプを現行の機種に比べ2万7千ー4万円引き下げた。各社とも機能を充
実しているほか操作しやすく改良したことを合わせると実質20％以上の値下
げになったといっている。この三社ではこのような大幅な値下げが実現でき
た理由について ①ICの採用により部品点数が約30形減少した ③それに
伴う組み立てや調整・検査工程数の減少 ⑧その他生産量拡大に伴う量産効
果—によるものだと説明している。
秋冬商戦向けの新製品を投入しようとしている他のメーカーもこうした動
きに対応せざるをえないわけで，物品税課税→製品価格の上昇→需要の低迷
という悪循環は避けられそうだ。業界筋では 9月以降，価格政策による需要
刺激の効果が硯れ，ここ数力月のVTRの国内需要伸び悩みにピリオドを打
てるとの見方を強めている。
c.円相場の変動による物価の騰落（品質が1年前と同じ商品）
前述のように，円相場の下落は物価上昇につながるが，その最近の例とし
て昭和56年8月11日付の日本経済新聞一面トップ記事を次に引用する。
卸売物価上昇続く， 7月円安で前月比0.4彩， 4カ月連続アップ
円安の影善で卸売物価の上昇が続いている。日本銀行が11日発表した7月
の卸売物価指数は総平均 (50年＝100)で135.0と前月比0.4彩上昇し， 4月
以来4カ月連続の上昇となった。前年同月比でも i.1％の上昇。円相場が引
き続き下落したため輸出入品が値上がりしたのが原因。また 7月から業務用
電気料金が割高な夏季料金になったのも署いた。円相場は 8月に入っても下
落しており，ガソリンなど石油製品が1日から値上げされたこともあって
「8月の卸売物価は 7月より大幅な上昇になる可能性が大きい」と日銀は円
相場と物価の先行きを注視している。
7月の卸売物価動向の特色は円安の影響が強まったこと。 7月の平均円相
場が1ドル＝232円17銭と前月平詢より 3彩強下落， 下落幅が前月より拡大
した。これだけで卸売物価を0.4彩押し上げたことになる。
内訳をみると輸出品が前月比2.1彩上昇と最も大幅に上昇した。円相場の
下落に伴い円ベースの輸出価格が軒並み上昇したためで，特に油井用鋼管や
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普通トラックの値上がりが目立った。輸入品もナフサ，原油，原料炭などを
中心に同1.2％上昇した。
一方，国内品の平均上昇率は前月比0.2％となった。電気の夏季料金の実
施で燃料・動力が同2.1％上昇したほか，パンや米などが値上がりした。た
だアルミサッシや普通合板など建築材料などが大幅に値下がりしたこともあ
り，輸出入品に比べると全体としての値動きは落ち着いている。
加工段階別にみると，円安に伴う原燃料などの上昇により素原材料が前月
比1.1％と最も大幅に上昇した。 しかし国内の製品需給がまだ緩んでいるこ
ともあって，中間品，完成品の前月比上昇率はそれぞれ0.1%,0.2％と依然
として小幅にとどまっており，卸売物価の上昇にはずみがつくといった状態
にはなっていない。
ただ8月の円相場が平詢で240円前後で推移すると卸売物価を0.3-0.4%
押し上げるほか，石油製品の値上げも 0.3％程度の上昇要因となる。また市
況商品も値上がりするものが増えていることから， 日銀は「為替相場が急激
な円高とならない限り， 8月の卸売物価は前月比で 0.7％前後の上昇となろ
主な値上がり・値下がり品
油井用鋼管
菓子パン
化粧水
大口電力
特殊配管用鋼管
食パン
銀地金
金地金
配合飼料
アルミサッシ
アルミドア
普通合板
（前月比上昇率％，カッコ内は
前年同月比。 Aは値下がり ） 
12.8 (92.3) 
10.8 (11. 9) 
9.1 (9.1) 
7.3 ( 0) 
6. 7 (39.4) 
5.9 (5.9) 
A11.8 (A41. 3) 
AB.1 CA32. 9) 
&5.8 (5.9) 
!4.6 (2.2) 
&3.4 (3.3) 
!3.3 (!25.1) 
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う」としている。
I[.'レームクーラーおよび冷・暖房兼用エアコン
経済企画庁の調査によると，家庭用ルームエアコンの世帯普及率は昭和56
年3月末で43.5％となっている。
ルームエアコンの商品テストは極めて少ない。理由はテスト設備や費用な
どによる。最近では1979年の「暮しの手帖」 60号に1,600~1,800キロカロリ
ーのクーラー， 1981年6月に国民生活センクーが発表した冷・暖房兼用エア
コンテストの二報告があるのみである。
1. セパレート（スプリット）型ルームクーラー
このクイプのルームクーラーのテストは，「暮しの手帖」 60号， 1979年 p.
5~p,19が最近の唯一のものである。ここでテストされた機種は， 1,600キ
ロカロリー（これは50ヘルツ地域の場合で関西の60ヘルツでは1,800キロカ
ロリーとなる）の冷房能力 (6~9畳用， 60Hzの場合），冷房専用クイプ，
壁かけ型，マイクロ・コンピュークー， IC回路組込みの8機種である。
サンヨー S AP-K1891D 
シャープ AH-18F IF 
ダイキン F Tl8J S 
東芝 RAS-185B K 
ナショナル C S-1803C K 
日立 RAS-1807S L 
ビー バー （三菱重工） S RK-187J G 
三菱（三菱電機） M s-:...1807R 
184,000円
180,000円
183,000円
185,000円
186,000円
188,000円
180,000円
187,000円
価格は高いのが日立，安いのがシャープとビーバーで差は8,000円 (4~
5mの配管パイプを含む）
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以上の8機種について．「暮しの手帖」は次の10項目のテストを行なって
．いる。
1. 冷やす性能（はやくよく冷えるのはどれか）
2. ムラなく冷えるのは
3. 湿気をよくとるのは
4. 室温を28度に保ってみると
5. 音の大きさは（室内機，室外機）
6. 一夏の電気代はどれくらいか
7. ＜おやすみ＞とか＜安眠回路＞とはどんなことなのか
8. クーラーを自動で動かすとなにがおこるか
9. ＜適温＞ははたして適温か
10. フィルクーの良否，小さく回しにくい不親切なダイヤル，明るすぎ
るカラーサイン
テストされた8社8機種は，冷房の目安が6~9畳用でよく売れているク
イプ。このクイプの中から各社のこれぞという機種を，ひとつずつ自選して
もらった，と「暮しの手帖」 p.7でことわっている。
テスト結果は， p,5~p.19にわたって非常に詳しく書かれている。その最
後の結論はP.19に出ているが，要点を抜粋すれば次の通りである。
暮しの手帖の結論（抜粋）
A よろしい三菱MS-1807R
A' まずよろしい ナショナルCS-1803C K 
187,000円
186,000円
「暮しの手帖」のクーラーのテストは詳しいテストとともに冷房専用クー
ラーの商品テストとして最近における唯一のもので，最も信頼できる報告で
あると考えられる。前記の10項目にわたる詳細なテスト，およびテストに用
いられたクーラーは各社の自選によつて提供された最良の一台がテストされ
たのであるから，各社 (8社）の商品（クーラー）を代表するテストであっ
て各社のクーラーの品質をほぼ正確に示していると思われる。
以後硯在まで，冷房専用クーラーの商品テストは行われていないので， 2 
商品の品質と価格（小西） (281)11 
年後の1981年現在 (7月上・中旬のクーラー価格が最も高くなった時期）の
商況を見ることにより，クーラーの自然科学的品質テストとクーラー市況の
間の関連を分析してみることとする。
日本経済新聞 (7月15日）およぴ筆者の調査によれば， Jレームエアコン市
況は次のようになっている。
1981年のルームエアコンの商戦が猛暑到来とともに，にわかに活気を帯
び，価格はほほ軒並み反発した。 5月の本格商戦突入以来，弱基調で推移し
てきた東京の硯金問屋仲間相場は，ナショナル製品を除き軒並みに上昇に転
じた。今期商戦の序盤戦は，天侯不順にたたられきわめて低調だった。 5月
が前年比20~25彩減，需要最盛期に入った 6月も全く振るわず前年比30彩減
へと一段と落ちこんだ。しかし，猛暑続きの7月第2週の売れ行きは様変り
の好調ぶり。特に関東地方などに梅雨明けが宣言された11日以降は「注文が
多過ぎて据え付け工事が追いつかない」という小売店も出始めたといわれ
る。各メーカーでは「暑くなるのがやや遅過ぎた」（東京芝浦電気）としな
がらも， 7月いっばい暑い日が続けば，昭和56冷凍年度の国内販売台数が前
年度を上回る可能性は十分あると自信を取り戻しつつある。現時点での各社
の修正見通しによると，強気のところが280万台，弱気のところでも250万台
と，いずれも前年度比増加を見込んでいる。（前年度は冷夏のため240万台，
1979年度は330万台，いずれも国内販売台数）
こうした中で， 5, 6月と弱基調の続いた仲間相場はほぼ軒並み反発し
た。各社製品の定価に対する掛け率は 4週前に比べ，東芝，サンヨー製品が
2ボイント，日立，三菱製品が1ボイントそれぞれ上昇した。ただ，ナショ
ナル製品だけは現金市場への出回り量が比較的多く 1ポイントの下落となっ
た。
昭和56年7月14日硯在の相場は次の通り。 （東京問屋仲間，硯金， 1台。
小売定価は筆者の調査による。）
▽ナショナル 問屋仲間
C S-1808CK 120,300円'
小売定価
207,000円
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C S-2208CK 
C S-2208DKX 
▽三菱
MS-1813R 
MS D-1815R 
[>東芝
RAS-185YK 
RAS-225YK 
▽日立
RAS-1809V 
RA S-2209V 
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139,200円
148,700円
同上
138,900円
138,900円
同上
113,500円
132,700円
同上
114,400円
133,900円
237,000円
252,000円
同上
217,000円
217,000円
同上
198,000円
229,000円
同上
190,000円
220,000円
以上の機種は全て1981年型であって，小売定価と問屋仲間価格の差をみる
と，ナショナルは平均して小売定価の59％が問屋仲間価格，三菱は64%，東
芝は57~58%，日立は60％強，となっている。
「暮しの手帖」でテストされた1979年型については，例えばナショナルC
S-1803C Kは1981年のナショナルの総合カタログに在庫限定品として出て
おり現在でも小売段階で在庫のあることを示しているが，こうした1~2年
前のタイプは当然大幅の値引きがある。しかし付属機能を別にすれば本体の
品質は1979年型も1981年型 (CS-1808C K)も大差はないといえる。 （上
記2機種についてナショナルのカタログの仕様表を詳しく検討すれば電気特
性と送風機出力，風量に若干の変化があり， 81年型が弱くなっており，電気
代がそれだけ安くなっている。その他の項目は殆ど同じである。）
1979年型と1981年型の小売定価を見ると，同ーカロリーの製品で若干価格
が高くなっているのは付属機能の増加によるもので， 1979年型と同一の機能
の機種では1981年型が1979年型より安くなっているものもある。例えば，
1979年型東芝RAS-185B K 185,000円
1981年型東芝RAS -185 L K L 181,000円
1979年型日立RAS-1807S L 188,000円
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1981年型日立RAS-1809V ・ 190,000円
ナショナルの場合は， 1979年のCS-1803C K 186,000円は付属機能とし
て「フィルクーチェック」「シグナルセレククー」「湿度カット回路」「クイ
マー」の4機構である。 1981年型のCS-1805C K (1808C Kより1803CK 
に近い）は197,000円となり上記の4機能に次の 3機能が加えられ計7機能
となっている。「クールモニクー」「自動微風メカ」「うす形室外」。
こうした付属機能の増加は各社とも同じ傾向であり， 「暮しの手帖」 1979
年にすでに指摘されているように， 「どこかがちょっと変ったものを出し，
これが当ると，すぐわれもわれもと，同じようなものを作って売り出す」と
いうことであり，電気メーカーに限ったことでなく，乗用車でもその他の商
品でも同じである。
かかる機能の増加について，「暮しの手帖」 1979年は「結論」 (p.19)でさ
らに次の通り指摘している。
R「マイクロコンピューターやICを使った回路は，いかにも便利そうだ
が，実際はかえって操作を複雑にしているきらいがある」
鬱「ポクンを押すだけで，あとはキカイが自動的に運転してくれるという考
え方は，一見もっともらしいが，第一，生身の人間が使うものを，その人の
好みや体調を無視して，一方的にキカイでコントロールしようとする方向に
は，大きな思い遮いがある。その一例が日立であり，東芝の自動回路である。
（日立は，性能的にはAクラスであったが，この点でおすすめできない）。
． 以上の「暮しの手帖」の指摘によって明白なようにいろいろな機能の付加
は，かえって使いにくい面もある。耐久性や故障の面から見ても家庭用の機
械というものは簡単なものほど有利である。付加機能の増加はむだが多くな
り，．その分だけ価格が高くなっている。さらに，買い手にとっては，購入に
際して機種が多すぎるのも問題であろう。その主要な理由は付加機能の増加
による多機種化と旧年式・機種の同時販売にある。つまり各社の1981年のカ
クログには1980年の機種も出ており今年の型と昨年の型との見分けがつかな
1,ヽ
゜
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各社の1981年のカタログから， 次の三社を選んで， 「壁かけ型セパレート
式の冷房専用機」のみの機種数を調ぺたところ次のごとくであった。
ナショナル (60Hz用）
1,800キロカロリー 13機種
2,240 I/ 25 / 
2,800 / 2 /
:1,50 If 1 I
4,500 " 1 If
6,300 I/ 1 I/
三菱 (60Hz用）
1,800キロカロリー 8機種
2,240 If 8 / 
2,800 If 2 / 
3,150 I/ 2 I/ 
3,550 ” 2 / 
4,500 “ 2 I 
6,300 I/ 1 / 
日立 (60Hz用）
1,800キロカロリー 8機種
2,240 I/ 8,I 
2,800 I/ 2 / 
3,150 / 2 / 
3,550 I 2 / 
4,500 ” 2 I 
6,300 “ 1 / 
なお，カタログには以上の壁かけ型のほか，床置き型， ウインド型，マル
チ型，その他のタイプおよび冷暖房兼用タイプの壁かけ型と床置型など非常
に多くの機種が出ている。ちなみに，商品を順調に販売するには優秀なカク
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ログが必要であって，機種の配列，説明が分かりやすく，仕様書も見やすい
ものにすべきである。
2. 冷・暖房兼用エアコン（ヒートポンプ式）
冷暖房兼用の全電気方式によるエアコンで最近需要の増加が顕著な商品で
ある。即ちエアコン全生産量に占める割合が1979年の16％から1980年に20%
へ増加し今後も人気の中心となる商品と思われる。このエアコンの特徴はク
ーラー専用エアコンのように季節商品（価格が6~7月頃に最も高くなる）
ではなく，一年中を通じて価格変動幅が少ないこと，ヒートボンプ式は全電
気方式であるが電気代が都市ガス並みと安いこと，設備費も他の方式より安
い，などの長所がある反面，欠点としては寒冷地 (0°以下になる地域）では
効率が悪くなり補助ヒークーを使うため電気代が高くなること，設置場所が
高いと暖房に不利，低いと冷房に不利なこと，などがある。したがってヒー
トボンプ式エアコンの主要な需要地域は湿暖な関東以西である。
このタイプのエアコンは今まで一度も商品テストが行われていなかった
が，今年 (1981年）はじめて「国民生活センター」が詳細なテスト報告を公
表した。即ち次の二報告である。
(1) 国民生活センター，昭和56年6月発行「冷・暖房兼用セパレート形Jレ
ーム・エアコン・ディショナーの比較テスト結果」 (39ページの詳細な
テスト報告である。）
(2) 国民生活センター， 「たしかな目」昭和56年7~8 (3号）， P.21~
p.32（上の(1)の39ページの報告を一般消費者によく分かるように要点
をまとめたもの。）
「国民生活センター」の上の二報告は，さきの1979年の「暮しの手帖」の
冷房専用クーラーの報告のように明確に「Aよろしい」とか「A’まずよろし
い」というように買うべき銘柄を指定していない。それゆえ，筆者がその要
点を抜粋すれば次のようになる。
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「国民生活センクー」でテストされた8銘柄
銘柄（順不同） I 形 式 1標準価格（円） 1 備 考
サンヨー SA P-K Y2211D 296,000 配管別価格
シャープ AH-2H IV I 278,000 / 
東芝 RA S-225YKH 280,000 I/ 
ナショナル C S-2205AK 293,000 I/ 
日立 RA S-2209H I 305,000 配管4.25mつき価格
富士 RS R221WA 278,000 配管4mつき価格
三菱 MS H-2210R 305,000 配管4.2mつき価格
ビーバー S RK-22021 H 288,000 配管4.3mつき価格
（注）上記銘柄のほか， NEC, ゼネラル，ダイキン， GEなどがあるが，
台数の制限もあり，今回は対象としなかった。テスト結果はテストの
ために購入した商品のみに関するものです。
上記銘柄の国民生活センクーのテスト項目と評価表は次の通りである。
〔筆者注： 8銘柄はいずれも冷房能力2,240キロカロリー前後 (7~11畳用）， 暖房
能力 3,400~3,800キロカロリー前後 (7~11帖用）であり， テスト品は東芝のみヒー
クーレスである。しかし今年から東芝以外でヒークーレスを採用するメーカーが次々
と出てきた。J
テスト項目
(1) 冷房性能—冷房速度，設定目盛と室内温度の差，室温の変動幅，
室内の温度ムラ，消費電力量。
(2) 暖房性能—暖房速度，以下同上。
(3) 騒音
(4) 安全性（絶緑性能，温度上昇）は全銘柄が基準内。
評価表
A＝良い， B＝普通， C=劣る，のA,B, C,で評価すると， 14項目
（上記のテスト項目を細分した14項目）について，
サンヨー Aが8項目 Bが6項目
シャープ Aが9 / Bが5 / 
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東芝 Aが11/ Bが3 / 
ナショナル Aが10I Bが4 " 
日 立 Aが8 / Bが5,, Cが1項目
富士 Aが9 I Bが2 If Cが1 / 
＿菱 Aが10I Bが4 / 
ビーバー Aが8,, Bが4 / 
（富士， ビー バー の2銘柄は温度設定目盛の表示が1~9となっているた
め，「設定目盛と室内湿度の差」の項目を除外している。）
3. 結論
ルームエアコンの市場品質の主要な構成要素を品質と価格のみに限定して
考察すると，同じ耐久消費財といっても Jレームエアコンはカメラ，時計，乗
用車のようにプランドイメージが強く作用する商品ではないといえる。した
がって異質的寡占における需要曲線の2カ所での曲折距離はカメラ，時計，
乗用車などに比べて短かいことは明白である。
「暮しの手帖」による冷房専用クーラーの商品テストは明らかに東京問屋
仲間相場に反映しており．小売定価に対する値引き率の最も少ないのが三菱
となっている。この点のみからみるとクーラーの市場品質は公正であるとい
える。ただし小売市場での値引き率の実態は極めて複雑であって各地方各店
舗，メーカー別機種，新旧の機種などにより，かなりの差があるから，上記
のように卸相場の観点からの市場品質の把握にとどめた。 なお， 「暮しの手
帖」の指摘のように，便利そうで実際はかえって操作を複雑にしているきら
いのある多くの付属機能やアクセサ 1)-（例えば，おさえめ回路，自動運転
回路，安眠回路，おはよう，自動風量切換え，操作のすこぶるむつかしいタ
イマー，時計，超音波……等々）によって価格が割高になっている機種の市
場品質は，それらを必要としない消費者にとっては適正ではないといえよ
う。
1979年の冷房専用クーラーおよび冷暖房兼用型の両機種とも，その一部は
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1981年のカクログにも出ている。 1981年の新型も主要品質では1979年のもの
と殆ど変らないが，付属機能の増加や消費電力量の軽減，ヒークーレスの機
種を加えたことなど若干の遮いがあるものもある。これらはカタログや仕様
表（カタログに記載してある）を見れば明らかだが，概して見にくいカタロ
グが多く1981年のカタログを見てもどの機種が新型か旧型か買い手にすぐ明
確に分かるようなカタログは少ない。
冷暖房兼用エアコンについては， 「国民生活センクー」の商品テストが
1981年6月末に公表されたばかりであるが，その詳細なテスト結果と各社各
銘柄の定価（小売標準価格であり，各社各銘柄によって値引率に差のある実
態価格とは異なる）との関係のみを検討すれば（一，二の銘柄を除いて）ほ
ぼ正確に品質が価格に反映している。したがって一，二の銘柄を除けば，価
格形成が不完全競争市場のもとにおける寡占価格であるという条件のもと
で，市場品質は適正であると結論しうる。
さきに述べたように， Jレームエアコンは， 耐久消費財ではあっても， 時
計，カメラ，乗用車のように買手の強い選好 (preference)と銘柄への忠実
(brand loyalty)を引き起こし，価格伸縮性 (priceflexibility) が強く与
えられる商品ではない。即ちJレームエアコンは品質の優劣にかかわらず，そ
の価格への影響は小売り定価でみるかぎり比較的少ない商品である。
